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注視点がアイマークとしてスクリーン上に表示される (図2) . スクリーンベイス型の
長所は,被験者が機器を装着しないため身体的心理的な負担が少ないことである.し
かし,紙媒体の教材を使用することはできない.












教材は,Pl から P4 (図3) と逆関数を解説する音声付き PDF 教材で構成される.
Pl : 逆関数を求める問題
P2 : もとの関数と逆関数の定義域,値域を求める問題
 P3 : もとの関数のグラフから逆関数のグラフを求める問題
P4 : P3と同じ問題 (ただし,もとの関数の図に直線  y=x のグラフを追加)
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Pl 逆関数
問題 1 関数  y=2x+1 の逆関数を (1−1)  \sim(1-4) の中から選びなさい.
(1−1)  y= \frac{1}{2x+1} (1−2)  y= \frac{x-1}{2} (1−3)  y=-2x+1 (1−4)  y= \frac{1}{2}x+1
P2 逆関数
下の図のグラフが表す関数を  y=f(x) とする.このとき,次の問いに答えなさい.
問題1 関数  y=f(x) の定義域を選びなさい.
 (1-1)  x\geqq 0 (1−2)  x\leqq 0 (1−3)  x\geqq-1 (1−4) 実数全体
問題2 関数  y=f(x) の値域を選びなさい.
 (2-1)  y\geqq 0 (2−2)  y\leqq 0 (2−3)  y\geqq-1 (2−4) 実数全体
問題3 関数  y=f(x) の逆関数の定義域を選びなさい.
 (3-1)  x\geqq 0 (3−2)  x\leqq 0 (3−3)  x\geqq-1 (3−4) 実数全体
問題4 関数  y=f(x) の逆関数の値域を選びなさい.
 (4-1)  y\geqq 0 (4−2)  y\leqq 0 (4−3)  y\geqq-1 (4−4) 実数全体
 P3 逆関数
問題1 次のグラフが表す関数の逆関数のグラフを  (1-1)\sim(1-4) の中から選びなさい.





















 \bullet Pl :解答 (1—3) 不正解
問題文の関数の式を見ている時間が長い.
 \bullet P2 :解答 (1—2) 不正解,(2—3) 正解,(3—1) 不正解,(4—3) 不正解
視線を図と解答の選択肢への移動を繰り返している.
 \bullet  P3 :解答 (1—2) 不正解
(1—2) のグラフを何度も見ている.
 \bullet  P4 :解答 (1—2) 不正解
選択肢のすべてのグラフを百じくらい見ている.













直した.教材は,Pl から  P5 で構成される (図4) .
Pl : 解説と問題 — 逆関数の定義,逆関数の求め方
P2 : 問題 — もとの関数と逆関数の対応する点の関係を誘導する問題
 P3 : 問題 — もとの関数のグラフから逆関数のグラフを求める問題
 P4 : 解説 — もとの関数と逆関数のグラフの関係
 P5 : 問題  -P3 と百じ問題 (ただし,すべての図に直線  y=x のグラフを追加)
Pl 逆関数
関数  y=f(x) では,  x の値を先に与えて,その  x に対応する値  y を  y=f(x) によって求めます.
 x のことを独立変数,  y のことを従属変数といいます.
逆に,  y の値を先に与えて,  y=f(x) を満たす  x の値がただ1つ求められるとき,  y から  x への対応も関数になりま
す.これを  y=f(x) の逆関数といいます.
(列  y=x^{2}(x\geqq 0)




 x\geqq 0 だから  x=\sqrt{y}
このように,  x がただ1つ求められるから,
 y=x^{2} の逆関数は  x=\sqrt{y}
しかし,関数では従属変数を  x , 独立変数を  y で表すのがふつうです.
そこで,  x と  y を入れかえて,
 y=\sqrt{x} が  y=x^{2} の逆関数になります.
注 最初に  x と  y を入れかえて,  y を求めてもいいです.
 x と  y を入れかえて  x=y^{2}(y\geqq 0)
 y について解くと  y=\pm\sqrt{x}(y\geqq 0)
 y\geqq 0 より  y=\sqrt{x}
問題 1 関数  y=2x+1 の逆関数を (1−1)  \sim(1-4) の中から選びなさい.
(1−1)  y= \frac{1}{2x+1} (1−2)  y= \frac{x-1}{2} (1−3)  y=-2x+1 (1−4)  y= \frac{1}{2}x+1
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P2 もとの関数と逆関数の関係
 f(x)=x^{2}(x\geqq 0),  g(x)= 伍とおくと,  y=f(x) の逆関数は  y=g(x) であり,それぞれのグラフは次のようになり
ます.
面
問題1  b=f(2) とおくとき,  g(b) の値は次のどれですか.
 (1-1) 1 (1‐2) 2 (1‐3) 3  (1-4) 4
問題2  b=f(a) とします.  (a, b) が左図の黒い点であるとき,  (b, a) は右図のどの点ですか.
面
 (2-1) (1) (2‐2) (2) (2‐3) (3)  (2-4) (4)
 P3 逆関数のグラフ
問題1 関数  y=f(x) のグラフが図のようになっているとき,  y=f(x) の逆関数のグラフを (1−1)  \sim(1-4) の中か
ら選びなさい.
 (1-1)  (1-2)  (1-3)  (1-4)
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 P4 逆関数のグラフ
 y=f(x) の逆関数  y=g(x) は,元の関数  y=f(x) で  x,  y を入れかえた  x=f(y) から求められます.したがって
 y=g(x) のグラフは  y=f(x) のグラフの  x と  y を入れかえて得られます.このとき,  x 軸と  y 軸も入れかわります.
 rt\ovalbox{\tt\small REJECT} r\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}
 \Rightarrow
しかし,ふつうは  x 軸を横軸にするので,次のようになります.
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もとの関数と逆関数の関係  P2  \overline{1} 問題2  I,  =f'(\prime) とします.  ( I_{\ovalbox{\tt\small REJECT}}) が左図の黒い点であると
 f(.l\cdot)=.I^{\cdot}2(.I^{\cdot}\geqq 0) .  :\ovalbox{\tt\small REJECT}(.I^{\cdot})=\sqrt{I} とおくと.  (\ovalbox{\tt\small REJECT}=f(.I^{\cdot}) の逆関 き,  (l_{\ovalbox{\tt\small REJECT}}, (1) は右図のどの点ですか.
数は! /=(/  (.  ) であり,それぞれのグラフは次のようになり
ます.‐
 )J  \backslash \prime))
 -\ovalbox{\tt\small REJECT}
 ., \sim \backslash l))
 \dot{\ovalbox{\tt\small REJECT}}  =\sqrt{1}
 =\sqrt{]}  \ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}
 !\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}
 !\ovalbox{\tt\small REJECT} (2‐1) (1) (2‐2) (2)
 \ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}
問題1  I)=f(2) とおくとき,  (I(I)) の伯は次のどれですか.
(2‐3) (3) (2‐4) (4)
(1‐1) 1 (1‐2) 2
 \ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}
(1‐3) 3 (1‐4) 4  \ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}!\ovalbox{\tt\small REJECT}
J
図5: スクリーン上のアイマーク
2回目の視線計測実験から被験者1 (電気工学科3年生) と被験者2 (専攻科1年生)
に対して,次の結果を得ることができた.
[計測結果]
 \bullet Pl : 解説と問題 (2分)
被験者1 : 解答 (1—2) 正解
問題  arrow解説  arrow問題の順で見ている.
解説をじっくりと読んでいる.
注は見ていない.





 \bullet P2 : 問題 (2分)
被験者1 : 解答 (1—4) 不正解,問題2は解答なし
問題1の上にある図を見ていない.
問題2の文章は,視線を図と解答の選択肢への移動を繰り返しながら,  5 回、
読んでいる.
被験者2 : 解答 (1—4) 不正解,(2—2) 正解
問題1の上にある図をよく見ている.
問題1を解答する直前に,図の  y=x^{2} の部分を見ている.
(誤答である  b=2^{2}=4 を解答している.)
問題2の左の図と右の図を5回ずつ見て , 解答している.
 \bullet  P3 : 問題 (1分)
被験者1 : 解答 (1—1) 不正解
問題文のグラフと4つの選択肢のグラフを何度も見比べている.
解答までの時間は30秒である.
被験者2 :解答 (1—3) 正解
問題文のグラフおよび4つの選択肢のグラフを簡単に見た後,問題文のグラ
フをじっくりと見ている.その後,  (1-1)\sim(1-3) のグラフも順にじっく
りと見て,最後に,(1—4) , (1—3) と見てから解答している.
解答までの時間は49秒である.
 \bullet  P4 : 解説 (2分)
被験者1
「  x軸と  y軸も入れかわる」 を2回,読んでいる.
図で入れかわった  x軸と  y軸に着目していない.
被験者2
図の中の 「  x=f(y)\Leftrightarrow y=g(x) 」を注視している.
図で入れかわった  x軸と  y軸も見ている.
 \bullet  P5 : 問題 (1分)
被験者1 : 解答 (1—3) 正解
問題文とそのグラフ  arrow(1-1)arrow(1-2)arrow(1-4)arrow(1-3)arrow問題文のグラ
フ  arrow(1-3) の順で見ている.
解答までの時間は7秒である.
被験者2 :解答 (1—3) 正解







かった.関数の記号  f,  g の理解が不十分のため 式だけでは正解を得ることができな
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